
入来中学校 渕上盛人

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 9
(1) Ｂ 5 Ｂ 3

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 4
(1) Ｂ 6 Ｂ 8

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 5
(2) Ｂ 5 Ｂ 7

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 9 Ａ 2
(2) Ｂ 3 Ｂ 10

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 5
(3) Ｂ 4 Ｂ 7

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 3
(4) Ｂ 6 Ｂ 9

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 8
(5) Ｂ 5 Ｂ 4

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 10 Ａ 7
(5) Ｂ 1 Ｂ 5

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 4
(7) Ｂ 3 Ｂ 8

Ｃ 3 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 5
(7) Ｂ 3 Ｂ 7

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ Ｄ
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学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

・　学校だよりやHP等の活
　用を工夫し、学校経営方
　針や学校の様子、生徒の
　活躍を分かりやすく伝え
　ていく。

・学校だより等で大変よく理
解しています。
・学校だより「一歩前進」で
伝わっています。・学校経営
に努力していると感じる。

3.6 3.8

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

・　先生方が教科指導や学
　級経営、部活動など数値
　化できるものは数値化し
　た明確な目標を設定して
　取り組んでいく。

・生き生きとした生徒がよく
伝わってきます。大変落ち着
いている。
・学習定着度の向上を目指し
てもらいたい。3.5 3.3

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

・　個に応じた支援を継続
　しながら一斉指導を行い
　魅力ある学校づくり、魅
　力ある授業づくりに努め
　ていく。

・一人一人の生徒が大変よく
落ち着いている。
・授業参観で楽しそうに見え
た。3.6 3.4

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

・　生徒指導部会や不登校
　対策委員会など、報告・
　連絡・相談の場を設け、
　情報を共有しながらチー
　ムで取り組む。

・課題解決に積極的に取り組
んでいた。
・何かあった場合すぐに解決
するとともにオープンにして
皆で取り組んでいただきた
い。

3.8 3.2

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

・　地区コミや保護者と危
　険箇所の情報を共有し、
　改善要求を継続するとと
　もに定期的な安全指導及
　び見回りを行っていく。

・自転車通学の生徒が大変よ
くあいさつをし、安全に登校
している。・立哨指導で登下
校の安全に注意ができていま
す。・もう少し地域の方とｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝがあってもよい。

3.7 3.4

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

・　コロナ禍で活動は少な
　いがＰＴＡ活動や登校指
　導など協力をいただいて
　いて、良好な関係が築け　
　ている。今後も継続した
　取組を行っていく。

・もう少し学校、生徒の情報
が欲しい。

3.5 3.3

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

・　生徒に掃除の仕方を指
　導する時間が必要である
　と感じている。
・　生徒会とも連携しなが
　緑化活動や環境整備に努
　めていく。

・花壇の草花が生き生きと
育っている。
・よくゆきとどいておる。

3.6 3.7

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

・　毎月の安全点検や修理・営
　繕が適宜行われている。
・　校舎の老朽化も進んでいる
　ので教育委員会とも連携をと
　り、予算要求を
　継続していく。

・道路側の斜面の花壇の草花
が生き生きと育ち大変うれし
いです。

3.8 3.6

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

・　保護者へは成績表等でしっか
　り伝えられているが、迅速に対
　応していきたい。
・　生徒の感想等も交え、学校だ
　より等で生徒の頑張りを伝えて
　いきたい。

・学校だより等でよく知らさ
れすばらしい。
・よく知らされていると思う
が保護者の理解度は？。3.3 3.3

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

・　ＰＴＡ活動の在り方も
　工夫する必要があると感
　じている。子供たちのた
　めに一緒に学べる活動に
　していきたい。

・生き生きと真剣に取り組ん
でいる様子がすばらしい。

3.6 3.4



学　　校　　名

入来中学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 2
(6) Ｂ 6 Ｂ 9

Ｃ 6 Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 3
(6) Ｂ 8 Ｂ 8

Ｃ 2 Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 5
(6) Ｂ 4 Ｂ 6

Ｃ 2 Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 4
(2) Ｂ 7 Ｂ 8

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞
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番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

・　基本的な生活習慣や学
  習のしつけで一貫性を持
  たせていきたい。

・積極的に取り組んで欲し
い。
・小中一貫のついてあまり形
に見えていない。2.5 3.1

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

・　生徒が夢や希望を持ち
  元気になるような講演会
  にしていきたい。

・すばらしい取り組みだと思
います。

3.0 3.2

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

・　デジタル教科書やＩＢ
　Ａ等、ＩＣＴを活用した
　英語教育の充実を生かし
　英検の合格率を向上させ
　ていく。

・今後も積極的に取り組んで
欲しい。
・充実していると思う。生徒
の学力向上を目指してほし
い。

3.3 3.3

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

・　「語先後礼」の指導を継続し
   ていく。また、立ち止まって
  あいさつ、すれ違うときの会
  釈等 の指導を徹底し、校外で
  も同じようにできるように指
  導していく。

・大変よくあいさつしていま
す。
・中学生らしく礼儀正しくあ
いさつができている。3.4 3

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

○　学校経営について
　・　可能な限り数値で目標を示し、取組を明確にする。
　・　学校便り等を工夫し、いきいきとした生徒の活動の様子を保護者や地域に伝える。
　・　２年間の地区研究協力校指定（学力向上）の成果を、研究公開として発表する。
○　生徒指導の充実に向けて
　・　「立ち止まってあいさつ」「語先後礼」を徹底し、学校外でも実践させる。
　・　これまでの取組を継続するとともに、全校生徒が安心して過ごせる環境づくりに取り組む。
　・　生徒会と連携し、生徒の自浄作用を高めるとともに、考えて行動する生徒の育成に取り組む。
　・　「魅力ある学校づくりプロジェクト」の取組を充実させ、新規不登校の未然防止に努める。
○　交通安全・交通マナー指導について
　・　自転車通学に関する規定を見直し、指導を徹底する。また、定期的な自転車点検を行う。
　・　登下校指導を通した個別指導を徹底し、規範意識の高揚を図る。
　・　地域・保護者と連携し、登下校の安全を確保する。
○　保護者・地域との望ましい関係づくりについて
　・　地域PTAや家庭教育学級の充実を図り、家庭教育力の向上を図る。
　・　生徒・職員を積極的に地域行事に参加させ、信頼関係の構築に努める。
　・　生徒の成長を感じられるような学校行事の工夫を図る。
○　小中一貫教育の充実について
　・　「家庭学習の在り方」「学習のしつけ」「授業の受け方」等、職員間の共通実践を推進する。
　・　新たな小中一貫教育の構想をもとに入来校区全体の学力向上につなげる。

15
#DIV/0! #DIV/0!


